
一
質
市政全般にわたる、一般質問の
ポイントを抜き出しました。

議案以外の市政全般
に関する質問を
一般質問と言うんだよ。

防水修繕後の小学校屋上

その他の質問　技能職員の定数管理と働き方など

老朽化が進む学校プールで授業
水泳の実技指導の必要性は
学習指導要領に位置付けられており、授業を通
して水に親しむことの楽しさ等を知るととも
に、事故の危険性等も理解し、命を守る行動を
とれるようにすることが重要と考えている。

教育長

※アクアポニックス　水産養殖と水耕栽培を掛け合わせた循環型の農業のこと。魚の排泄物を
微生物が分解し、それを植物が栄養として吸収することで浄化された水が再び水槽へと戻る仕
組みになっている。
※第4工区　相原2丁目交差点から町田市境までの区間のこと。

※保育料　保育所・認定こども園等の保育料のことで、兄弟・姉妹で利用する場合、第2子以
降の負担額を軽減する制度がある。

※地域要望　次期一般廃棄物最終処分場の4箇所の候補地のうち、2箇所が所在する地区の麻
溝地区まちづくり会議から令和6年11月に要望書が市に提出されている。

※モデル事業　小学生の朝の居場所づくりのモデル事業のこと。集団登校を実施していない5校の
中から各区1か所の実施校を選定し、午前7時から登校開始時間までの実施を基本に検討している。
※アンケート　令和7年4月に市立児童クラブの利用者を対象に実施したアンケートのこと。朝の
預かりサービスを利用したいと思う方は38％だった。

※国の政策　「対日直接投資促進プログラム2025」を策定し、海外の優れた経営ノウハウ、技
術、人材等を呼び込み、日本経済の持続的成長に寄与する対日直接投資の拡大に取り組むもの。

月 定 例 会
議

市長

「朝の小1の壁」の解消へ
モデル事業（※）検討に至った背景は
アンケート（※）では、保護者が出勤した後に子
どもだけで過ごしている状況を不安に感じる保
護者が一定数いることを確認したため、安全・
安心の確保を進める観点から検討している。

その他の質問　誰一人取り残さない市政運営など

ふれあい動物広場（※）のポニー舎
空調設備設置等の暑熱対策は
気温が著しく高い日には、動物の体調管理のた
め、ポニーの乗馬等を休止するなどの対策をと
っているが、施設環境は厳しいと認識しており、
ポニー舎等の暑熱対策を検討している。

市長

その他の質問　子育て支援の充実など

都市計画道路相原大沢線
第4工区（※）の現在の進捗状況は
必要な用地取得は完了し、段差が生じる民地と
の境界部分に擁壁の設置工事を実施しているほ
か、交差点の安全対策や橋梁の新設などについ
て、交通管理者等との協議を進めている。

市長

市長

身体障がい者向けの市営住宅
安全性の高い浴室への改修は
各浴室は必ずしもバリアフリー仕様となってい
ないことから、今後は、全浴室の実態把握を行
うとともに、県のバリアフリーに関するガイド
ブックを踏まえ、必要な改修を行っていく。

その他の質問　淵野辺駅周辺のまちづくり／信頼されるＤＸ推進など

国の政策（※）を好機と捉え
外国企業誘致を進める決意は
今後、新たなまちづくりの進捗に合わせ、本市
の強みであるものづくり産業を基盤に、外国企
業も含めた優れた企業等の戦略的な誘致を進
め、本市経済の持続的な発展に努めていく。

市長

市長

相模総合補給廠北側外周道路
期待される歩道整備の進捗は
現地実施協定の締結に向け、国・米軍と協議を
進めているが、米国政府機関の閉鎖で協議が中
断され、締結が遅れている状況にあり、歩道整
備工事は来年度の実施となる見込みである。

その他の質問　相模原農業振興地域整備計画の見直し等など

若年層の定住促進に向けた
まちづくりのビジョンは
若者や子育て世代への支援や雇用対策等を総合
的に推進するとともに、市の魅力を効果的に発
信し、若い世代が住み続けたいと思えるまちの
実現に向けた取組を引き続き進めていく。

市長

高尾山登山客を相模湖地区へ
更なる誘客に向けた取組は
「散歩の達人」の発行やインバウンド向けサイ
トの改善を図ったことで、昨年度は周遊ルー
トに約15万人の来訪があった。更なる誘客に
向け国内外へのＰＲ強化が必要と考えている。

市長

その他の質問　さがみはらフェスタなど

第2子以降の児童クラブ育成料
保育料（※）同様に軽減する考えは
国の制度に基づき負担軽減している保育料とは
異なり、育成料は国の基準で運営経費の50％
とされていることを念頭に置き、全体的に軽減
するよう40％相当額を負担いただいている。

市長

小学校給食費の無償化
市長が考える意義や重要性は
子育て世帯の経済的負担の軽減に繋がる取組で
あり、子育て支援等に資する重要な施策である。
また、国費による無償化は、自治体間格差が生
じない点で意義があると認識している。

市長

その他の質問　マイナ保険証／こども医療費助成制度の拡充など

デジタル教科書の導入に懸念
健康への影響を抑える対応は
各学校で、児童生徒に対してはデジタル機器使
用時の明るさ、正しい姿勢、画面を見る時間等
を指導している。家庭に対しては、保健だより
を通じて健康への影響を注意喚起している。

教育長

保々 富美子
（公明党）

ほ ぼ ふ み こ

アクアポニックス（※）等の新しい農法
挑戦する農業者への支援は
新たな農法の取組を市民へ周知することで販路
拡大に繋がる支援をしていく。また、農業者が
多様な農法に挑戦できるよう、関係機関と連携
を図りサポート体制の構築に努めていく。

市長

相模大野ステーションピアノ事業
南区誕生15周年記念の取組は
今回は「Return Garden」というテーマで、
15周年を迎えた南区への願いや想いが込めら
れている。また、オープニングイベントでは
街かどコンサートを開催した。

市長

その他の質問　Park‒PFIによる稼げる公園改革など

次期一般廃棄物最終処分場
候補地の地域要望（※）への対応は
庁内横断的に設置した「一般廃棄物処理施設
整備検討会議」で跡地利用や地域振興策等に
ついて検討している。また、地域の方々と話
し合う場を設け、協働して取り組んでいく。

市長

安全で美しい教育環境の実現
校舎の雨漏りへの対応状況は
本年度は17件の修繕要望があり、これまで
15件の修繕を実施したほか、昨年度末の緊急
点検の結果、早急な対応が必要な8件を修繕し
た。今後も適切な教育環境の整備に努めていく。

教育長
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萩生田 康治
（自民党）

はぎ やす はるう だ

小学校プールにおける実技指導の様子

※ふれあい動物広場　相模原麻溝公園内にあるミニ動物
園のこと。小動物とのふれあいやポニー乗馬が楽しめる。

こさわ 隆宏
（日本維新の会）

たか ひろ

12

松浦 千鶴子
（さがみみらい）

まつ うら ち づ こ

つな

つな

大八木 聡
（自民党）

おお さとしや ぎ

山口 恒
（さがみみらい）

やま ぐち ひさし

桜井 はるな
（立　民）

さくら い

佐藤 尚史
（自民党）

さ しとう ひさ



一 般
質 問
市政全般にわたる、一般質問の
ポイントを抜き出しました。

議案以外の市政全般
に関する質問を
一般質問と言うんだよ。

その他の質問　クラウドファンディング型ふるさと納税など

自転車の交通反則通告制度（※）
市民への周知に向けた取組は
制度内容をまとめたチラシを作成し、キャン
ペーン等で配布している。また、県警察によ
る講演会の実施や、啓発動画を作成しＳＮＳ
等で発信するなど、更なる周知に努めていく。

市長

施設廃止後の市有財産の活用
地域との事前の意見交換は
日頃から、まちづくり会議等を通じて地域の課
題や要望等を把握しているが、施設廃止や跡地
活用は、市としての方向性を整理した上で、必
要に応じ地域の皆様と対話を行っている。

市長

その他の質問　城山中央公園における施設整備の在り方など

湖月荘跡地に太陽光パネル設置
進捗状況と今後の対応は
設置については安全性に対する懸念や景観への
影響を心配する声などをいただいており、難し
いものと認識している。改めて地域の皆様の意
見を伺いながら跡地活用を検討していく。

市長

相模原ブランドのグリスロ（※）の製造
企業誘致の取組状況と展望は
これまで、ＳＴＥＰ50（※）により特にロボット、
航空・宇宙をリーディング産業に定め積極的な
誘致を図ってきた。今後は、多種多様な企業の
誘致に向けた制度の見直しを検討していく。

市長

その他の質問　東林間2丁目の未利用市有地／カスタマーハラスメントなど

南区合同庁舎の隣接地
取得に対する現時点の見解は
南区合同庁舎は、計画（※）に基づき、施設の在
り方を検討したうえで基本構想の策定に取り組
んでおり、その内容を踏まえた基本計画の検討
に合わせて、当該地の必要性も検討していく。

市長

東林間駅前の放置自転車対策
今後の対応方針は
現在、小田急電鉄から、東林間駅前に自転車
駐車場を設置する計画を進めていると聞いて
いる。引き続き、小田急電鉄とも協力して、
放置自転車対策に取り組んでいく。

市長

※計画　相模原市一般公共建築物長寿命化計画のこと。 ※調査　鵜野森地区整備促進事業の相模大野・若松地区の事業化に向けたサウンディング型
市場調査のこと。

※分別回収　現在、拠点回収のみ
を行っているリチウムイオン電池
等について、令和8年10月から「有
害ごみ」として、ごみ・資源集積場
所での収集が始まる。

※実証実験　令和4年6月1日から令和8年5月31日までの期間、市内の公
共交通機関の補完機能としてシェアサイクルを導入し、有効性及び課題を検証
する実証実験のこと。
※新たな協定　OpenStreet株式会社と市が12月22日に締結した、シェアモ
ビリティサービスの実施に関する協定のこと。

※交通反則通告制度　比較的軽微な交通違反に対し、反則金を納めれば刑事罰を科さないとす
る制度で、道路交通法の一部改正により、令和8年4月1日から自転車にも導入される。

※人生会議　もしものときのために、自ら
が望む医療やケアについて前もって考え、
家族等や医療・ケアチームと繰り返し話し
合い、共有する取組のこと。

月 定 例 会
議

その他の質問　消防団の充実強化など

シェアサイクルの実証実験（※）
現状と今後の拡大への取組は
当初23箇所であった市内のシェアサイクルステー
ションは、12月15日時点で105箇所となってい
る。設置場所の拡大等を含む新たな協定（※）を
締結し、移動手段の確保に取り組んでいく。

市長

市長

横山公園のテニスコート
砂入り人工芝へ改修の考えは
コートをはじめ、管理棟なども老朽化が著し
く、改修が必要な状況と認識しており、砂入
り人工芝化を含めた改修の内容や財源等の課
題について、検討を行っている。

その他の質問　みんなで創り育てる さがみはらの公園など

人生会議（※）の必要性の認識と
普及に向けた周知の状況は
人生会議は、最後まで自分らしく生きるために
非常に重要であると認識している。市民向け講
習会の開催等のほか、医療・介護従事者への研
修会等により普及啓発に取り組んでいる。

市長

市長

地域の防災倉庫に備蓄
防災資機材の在り方は
自主防災組織等が災害時に速やかに対応でき
るよう、活動に必要な資機材の準備や保管倉
庫を整備し、平時からの訓練や資機材の管理
を行っていただくことが重要と考えている。

各議員の
氏名の下から
一般質問の録画
映像にアクセス
できます。

その他の質問　今後のロボット産業政策の取り組みなど

国道16号歩道橋の地名表記
区名を記す必要性への考えは
19橋の歩道橋が設置されており、地名表記があ
るものが15橋、そのうち区名表記がないもの
が14橋ある。今後、国道16号を管理する相武
国道事務所に区名を表記するよう依頼していく。

市長

鵜野森交差点周辺の基盤整備
調査（※）の対象者や目的は
土地区画整理事業の業務代行者としての実績を
有する民間企業等を対象に、本地区の事業実施
に向けた取組を促進するため、課題解決に向け
た意見交換を行うこととしたものである。

市長

その他の質問　踏切道の渋滞対策など

リチウムイオン電池等の分別回収（※）
確実な分別に繋げる取組は
ごみ・資源集積場所からの安全な回収には、
市民の皆様の分別意識の向上が重要と考えて
いることから、啓発を目的とした回収袋の配
布など、効果的な周知方法を検討していく。

市長

1歳児以降の子の母親も支援
産後ケア事業等の対象拡充は
育児不安等を抱える保護者へは、子育て支援
センターの育児相談に加え、ショートステイ
事業やファミリー・サポート・センター事業
により、引き続き負担軽減に取り組んでいく。

市長
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区名が入っている歩道橋

リチウムイオン電池の適正排出の
啓発キャラクター「りっち～」

南波 秀樹
（公明党）

なん ひでば き

古内 明
（自民党）

ふる うち あきら

三須 城太郎
（さがみみらい）

み す じょう た ろう

渡部 俊明
（自民党）

わた なべ とし あき

岡本 浩三
（公明党）

おか もと ぞうこう

※グリスロ　グリーンスローモビリティの略で、時速
20km未満で公道を走行できる電動車を活用した短距
離少量の移動サービスのこと。
※ＳＴＥＰ50　さがみはら産業集積促進事業のこと。
持続的な市内産業発展等を目指し、企業立地等の促進、
市民の雇用機会の創出・拡大、工業用地の保全活用を
図るため、様々な奨励措置を設けている。

小林 たかみち
（無所属）

こ ばやし

鈴木 秀成
（さがみみらい）

すず せいき しゅう

つな
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▷土壌汚染対策工事に対する助成金制度の創設について（第32号）

▷職員団体の組合費給与天引き（チェックオフ）手続の適正運用および行政の政
治的中立性確保を求めることについて（第26号）

▷神奈川県に私学助成の拡充を求めることについて（第27号）

▷国に私学助成の拡充を求めることについて（第28号）

▷教員不足の解消と、教員定数の増加を求めることについて（第29号）

▷「核兵器禁止条約」への参加を求める意見書の提出を要請することについて
（第30号）

▷日本政府がパレスチナ国の国家承認を求める意見書の提出について（第31号）

陳情の審議結果
採 択

不 採 択

ユニバーサルシート（左下）が
設置されているトイレ

相模原市役所第1駐車場

※エスコートゾーン　視覚障がい者が横断歩道から外れることなく道路を横断できるように配
慮された横断歩道用点字ブロックのこと。

※計画　市が令和7年8月に策定した相模原駅北口地区土地利用計画のこと。

※美術館　相模原市美術館基本構想に示された「（仮称）美術館（相模原）」のこと。令和6年度終了
の行財政構造改革プランでは、計画期間中に整備事業の検討・調査は実施しないとされた。
※管理不全空家等　適切な管理が行われていないことにより、そのまま放置すれば特定空家等と
なるおそれのある状態の空家等のこと。市は所有者等に対して適切な管理の指導や勧告を行う。

※ユニバーサルシート　子どものオムツ替えだけではなく、高齢者や障がい者を含む、多くの
人が共用できる介助用大型ベッドのこと。主に車椅子対応の広いトイレ内に設置される。
※レイジベイト　「怒りの餌」の意味で、ＳＮＳ上で意図的に炎上を狙うコンテンツのこと。オッ
クスフォード大学出版局が2025年の「今年の単語」に選んだ。

その他の質問　無電柱化の加速化／空家対策／安心で快適な街づくりなど

中学校夜間学級の本市の教員
処遇改善に向けた検討状況は
夜間学級の業務の特殊性を評価するため、県と
同じ令和8年4月から、副校長などの教員に対
する特殊勤務手当のほか、校長の管理職手当の
増額を行うことについて検討を進めている。

教育長

現在市内2か所のエスコートゾーン（※）
今後の設置予定と考え方は
交通管理者から、今年度中に新たに2か所の設
置を予定していると聞いている。来年度以降も、
視覚障がい者の利用が多い場所などの設置に向
け、引き続き交通管理者と連携していく。

市長

その他の質問　認知症予防対策／市民後見人／地域コミュニティーなど

発達障害の早期発見と支援へ
5歳児健診を実施する考えは
5歳児健診は、発達状況等の早期把握を通じて
必要な支援に繋げ、子どもや保護者が安心し
て生活を送れることを支援するために行うも
ので、来年度の実施に向け検討を進めている。

市長

市役所周辺駐車場の料金設定
30分単位に変更する考えは
利便性向上のための新たな料金設定はサービス
の充実に資すると認識しているが、現行の料金
体系を前提とした事業者との契約の整合性等、
課題を整理する必要があると考えている。

市長

その他の質問　相模大野のにぎわいづくり／街区公園など

凍結された美術館（※）整備事業
改めて実現に取り組む考えは
多彩な文化・芸術活動は市への愛着の醸成等に
繋がると認識しており、アートラボはしもとの
再整備の進捗を踏まえながら、美術館の在り方
を検討していく必要があると考えている。

市長

本市の管理不全空家等（※）
現状と指導による効果は
これまでに、管理不全空家等として59件を指
導した。このうち、解体等により15件が解消し、
現在44件の対応を継続しているが、指導によ
り一定の効果があったものと捉えている。

市長

その他の質問　公共施設マネジメントと本市のガバナンスなど

ユニバーサルシート（※）の設置推進
市内のトイレでの整備状況は
県による調査結果で、令和7年1月現在、けや
き体育館や相模原北警察署など11施設で設置し
ており、そのうち7施設で長さ150cm以上の
大型シートを設置しているものと承知している。

市長

学校でのメディアリテラシー教育
レイジベイト（※）などへの対応は
各学校でメディアリテラシーに関わる授業等を
実施しており、デジタル教材の中の、人々の考
えを誘導することを題材としたコンテンツも活
用し、効果的な教育を研究・推進していく。

教育長

その他の質問　小学校給食後の歯磨きなど

避難所の組み立て式仮設トイレ
備蓄状況と洋式化する考えは
和式を3から6基、洋式を2基、ユニバーサル
トイレを1基、洋式マンホールトイレを3から
5基、備蓄している。今後、更新が必要となっ
た和式の仮設トイレは洋式へ変更していく。

市長

市役所周辺公共施設の貸室
1時間単位での利用枠設定は
貸室の利用枠は、指定管理者が効率的な施設管
理運営を適切に判断し設定している。利用者
ニーズを的確に捉えた柔軟な提案を指定管理者
に促し、市民サービスの向上に努めていく。

市長

一 般
質 問月 定 例 会 議

その他の質問　市職員の課題／介護にかかわる諸課題など

相模原駅北口地区の土地利用
子どもが集うテーマパーク誘致は
民間提案募集でテーマパーク設置の提案もあっ
たことを踏まえ、子ども等による賑わい創出等
の視点も持ち、計画（※）に沿った土地利用が図
られるよう企業等誘致に取り組んでいく。

市長

ＪＲ相模線と相鉄線
相互乗り入れ検討する考えは
横浜線運転見合わせの代替ルート確保といっ
た効果が期待されるが、相互乗り入れは相模
線の複線化等の進展が前提と考えており、ま
ずは複線化等の取組を着実に進めていきたい。

市長森 繁之
（さがみみらい）

もり しげ ゆき
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中村 昌治
（自民党）

なか むら まさ はる

五十嵐 千代
（颯　爽）

ちい　 が　 ら　 し よ

つな

大沢 洋子
（立　民）

おお さわ よう こ

加藤 明徳
（公明党）

か とう あき のり

須田 毅
（自民党）

す だ たけし

詳しい内容については、
市議会ホームページや
議会中継（録画）をご覧ください。

各議員の
氏名の下から
一般質問の録画
映像にアクセス
できます。


